
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の記憶装置を有する表示装置と、
　前記表示装置と切り離し可能な接続端子を介して接続された補正情報作成装置とを有す
る補正システムであって、
　前記補正情報作成装置は、
　　　前記第１の記憶装置を有する表示装置に映像を表示するための映像信号発生器と、
　　　前記第１の記憶装置を有する表示装置に表示された映像を撮像して映像信号とする
撮像装置と、
　　　前記撮像装置から出力された前記映像信号を加工して補正情報とする信号処理装置
と、
　　　前記信号処理装置から出力された補正情報を記憶する第２の記憶装置と、
　　　前記第２の記憶装置に記憶された補正情報と、前記信号処理装置から出力された補
正情報を加算する第１の加算回路と、
　　　前記第１の加算回路から出力された補正情報を記憶する第３の記憶装置と、
　　　前記第３の記憶装置に記憶された補正情報と、前記信号処理装置から出力された補
正情報を加算する第２の加算回路と、
　　　前記信号処理装置から出力された補正情報、前記第１の加算回路から出力された補
正情報、または前記第２の加算回路から出力された補正情報を前記第１の記憶装置に書き
込む書き込み装置を含み、

10

20

JP 3672586 B2 2005.7.20



　前記第１の記憶装置を有する表示装置は、前記補正情報作成装置に設けられた前記映像
信号発生器から出力された映像信号と前記第１の記憶装置に書き込まれた補正情報とを演
算する補正演算回路を含むことを特徴とする補正システム。
【請求項２】
　第１の記憶装置を有するアクティブマトリクス型液晶表示装置と、
　前記アクティブマトリクス型液晶表示装置と切り離し可能な接続端子を介して接続され
た補正情報作成装置とを有する補正システムであって、
　前記補正情報作成装置は、
　　　前記第１の記憶装置を有するアクティブマトリクス型液晶表示装置に映像を表示す
るための映像信号発生器と、
　　　前記第１の記憶装置を有するアクティブマトリクス型液晶表示装置に表示された映
像を撮像して映像信号とする撮像装置と、
　　　前記撮像装置から出力された前記映像信号を加工して補正情報とする信号処理装置
と、
　　　前記信号処理装置から出力された補正情報を記憶する第２の記憶装置と、
　　　前記第２の記憶装置に記憶された補正情報と、前記信号処理装置から出力された補
正情報を加算する第１の加算回路と、
　　　前記第１の加算回路から出力された補正情報を記憶する第３の記憶装置と、
　　　前記第３の記憶装置に記憶された補正情報と、前記信号処理装置から出力された補
正情報を加算する第２の加算回路と、
　　　前記信号処理装置から出力された補正情報、前記第１の加算回路から出力された補
正情報、または前記第２の加算回路から出力された補正情報を前記第１の記憶装置に書き
込む書き込み装置を含み、
　前記第１の記憶装置を有するアクティブマトリクス型液晶表示装置は、前記補正情報作
成装置に設けられた前記映像信号発生器から出力された映像信号と前記第１の記憶装置に
書き込まれた補正情報とを演算する補正演算回路を含むことを特徴とする補正システム。
【請求項３】
　補正情報作成装置に設けられた映像信号発生器により第１の映像信号を作成し、
　切り離し可能な第１の接続端子を介して前記補正情報作成装置から第１の記憶装置を有
する表示装置に前記第１の映像信号を入力し、
　前記第１の映像信号をもとに前記第１の記憶装置を有する表示装置に表示された第１の
映像を前記補正情報作成装置に設けられた撮像装置により撮像して第２の映像信号とし、
　前記撮像装置から出力された第２の映像信号を前記補正情報作成装置に設けられた信号
処理装置により加工して第１の補正情報とし、
　前記信号処理装置から出力された前記第１の補正情報を切り離し可能な第２の接続端子
を介して前記第１の記憶装置と、前記補正情報作成装置に設けられた第２の記憶装置とに
書き込み、
　前記第１の記憶装置に書き込まれた前記第１の補正情報と、前記第１の映像信号をもと
に前記表示装置において を表示し、
　前記撮像装置を用いて を撮像して第３の映像信号とし、

記第２の記憶装置に書き込まれた前記第１の補正情報と、前記信号処理装置から出力
された とを加算して 補正情報とし、
　切り離し可能な第２の接続端子を介して前記第１の記憶装置と、前記補正情報作成装置
に設けられた第３の記憶装置とに前記 補正情報を書き込み、
　前記第１の記憶装置に書き込まれた前記 補正情報と、前記第１の映像信号をもと
に前記表示装置において を表示し、
　前記撮像装置を用いて を撮像して第４の映像信号とし、

記第３の記憶装置に書き込まれた前記 補正情報と、前記信号処理装置から出力
された とを加算して 補正情報とし、
　前記 補正情報を切り離し可能な第２の接続端子を介して前記第１の記憶装置に書
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き込むことを特徴とした補正システムの動作方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は表示装置、とくに不揮発性の記憶装置を有する表示装置の表示補正システムとそ
の補正方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の表示装置としては、ＣＲＴ、プラズマディスプレイ、液晶表示装置等の種類があり
、近年、液晶表示装置、特にアクティブマトリクス型液晶表示装置の開発が盛んである。
【０００３】
液晶表示装置は液晶物質が分子軸に対して平行方向と垂直方向で誘電率が異なることを利
用し、光の透過光量または散乱量を制御することでＯＮ／ＯＦＦすなわち明暗を表示して
いる。液晶材料としてはＴＮ液晶、ＳＴＮ液晶、強誘電性液晶等が一般的である。
【０００４】
液晶を使用した表示装置のうちでは、アクティブマトリクス型の液晶表示装置が表示特性
が優れているといわれている。図２に示す様に、従来のアクティブマトリクス型液晶表示
装置ではソース線２０３～２０５とゲイト線２０６～２０８をマトリクス状に組み合わせ
、その交点部に薄膜トランジスタ（以下ＴＦＴ）２０９～２１２を配置し、ＴＦＴのゲイ
ト電極をゲイト線に、ソース電極をソース線に、ドレイン電極を一方の画素電極及び保持
容量（２１３～２１６で示される）に接続したものである。また画素電極に挟まれて液晶
２１７～２２０が存在している。図３にその動作波形を示す。ＴＦＴのゲイトおよびソー
スに信号電圧が印加されるとＴＦＴはオン状態になり、画素電極はソース電位とほぼ等電
位になる。ＴＦＴのゲイトに信号電圧がかからなくなるとＴＦＴはオフとなり、画素電極
の電位は次にＴＦＴがオンになるまで保持される。
このような方法で画素電極より液晶に電圧を印加するため、隣接の画素に関してクロスト
ークの少ない、コントラストの大きな液晶表示装置を実現する事が可能である。
【０００５】
以上に述べたアクティブマトリクス型の液晶表示装置は画素の数だけ、ＴＦＴを必要とす
るため、基板面内のＴＦＴ素子に欠陥が生じ、ＴＦＴがオープンまたはショートになると
、その点の画素は特定の電位に固定されたり、電位が不安定になるため、その画素はパネ
ル上で点欠陥となって現れていた。またＴＦＴのしきい値や移動度のばらつきによって、
画素電極に印加される電圧値がばらつき、それによって画素の輝度にばらつきを生じてい
た。
【０００６】
この問題点を解決するために、図４に示すように、ひとつの画素電極４０７に対して複数
のＴＦＴ４０５、４０６を配置し、冗長性を確保することによって、対策をおこなってい
た。すなわち図４のＴＦＴ４０６が不良素子であった場合、レーザーなどを使用してドレ
イン端子を４０８のレーザー部分で切断し、欠陥を対策していた。なお、図４において、
４０１、４０２がゲイト線であり、４０３、４０４がソース線である。
【０００７】
また、不良素子の判別には図５に示すような、方法で検査が行われていた。図５には、ゲ
イト線５０１、５０２と、ソース線５０３、５０４と、共通電極線５０５と、ＴＦＴ５０
６～５０９と、保持容量５１０、５１１と、スイッチ５１２～５１５と、アンプ５１６、
５１７と、測定端子５１８、５１９と、電源５２０、５２１とが示されている。この場合
、調べようする素子のつながるゲイト線５０１、５０２にスイッチ５１２、５１３によっ
て、十分ＴＦＴがオンになる電圧を印加し、同時に調べようとする素子につながるソース
線５０３、５０４にスイッチ５１４、５１５によって特定の電圧を印加する。つぎに、ゲ
イト線の電位をＧＮＤに落とし、ＴＦＴをオフさせる。
ここでソース線に電圧印加をやめ、特定時間の間放置する、その後再度ゲイト線に電圧を
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印加し、ソース線の電位を測定する。ＴＦＴが正常であれば、最初のソース電位が保持容
量によって保持されるため、その電圧が測定される。また、ＴＦＴのドレイン・ソースが
ショートであった場合、ソース線につながる抵抗を介して、放置中に放電し、測定時には
電圧は変動している。またＴＦＴがオープンの場合にはゲイト線に電圧印加されても、保
持容量には電圧印加がされない。さらに、ＴＦＴの移動度やしきい値のばらつきで保持容
量の充電が不十分である場合にも電圧測定を高精度で行うことによって判別が可能である
。
【０００８】
【発明が解決しようとする問題点】
以上にて説明した従来の液晶表示装置およびその補正方法には以下のような問題点があっ
た。画素ＴＦＴの欠陥にたいしては補正が可能であるが、液晶材料のばらつきによる表示
ムラやラビング時に発生する帯状のムラ等に関しては補正を行うことができず、液晶表示
装置を不良品にしてしまうことが多かった。
【０００９】
一般に、人間が表示装置を目視した場合、距離が十分離れた画素では１０％以上の輝度差
があっても、認識できないが、近接の画素においては、２％程度の輝度差であっても、認
識される。そのため、近接画素間における輝度のばらつきをおさえることは、重要である
。
また、液晶表示装置の画面サイズは近年より大きくなる方向にあり、サイズが大きくなれ
ばなるほど、画面の均一性を保つのは困難であるため、液晶表示装置の歩留まりを悪化さ
せていた。さらに、パーソナルコンピュータやワークステーションにおいては、オペレー
タが長時間にわたり、至近距離で画面を見続けるため、画面むらは気になりやすく、オペ
レータの効率を低下させ、ユーザークレームになっていた。
【００１０】
【問題を解決するための手段】
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（１）本発明は、第１の記憶装置を有する表示装置と、
前記表示装置と切り離し可能な接続端子を介して接続された補正情報作成装置とを有す

る補正システムであって、
前記補正情報作成装置は、

前記第１の記憶装置を有する表示装置に映像を表示するための映像信号発生器と、
前記第１の記憶装置を有する表示装置に表示された映像を撮像して映像信号とする

撮像装置と、
前記撮像装置から出力された前記映像信号を加工して補正情報とする信号処理装置

と、
前記信号処理装置から出力された補正情報を記憶する第２の記憶装置と、
前記第２の記憶装置に記憶された補正情報と、前記信号処理装置から出力された補

正情報を加算する第１の加算回路と、
前記第１の加算回路から出力された補正情報を記憶する第３の記憶装置と、
前記第３の記憶装置に記憶された補正情報と、前記信号処理装置から出力された補

正情報を加算する第２の加算回路と、
前記信号処理装置から出力された補正情報、前記第１の加算回路から出力された補

正情報、または前記第２の加算回路から出力された補正情報を前記第１の記憶装置に書き
込む書き込み装置を含み、

前記第１の記憶装置を有する表示装置は、前記補正情報作成装置に設けられた前記映像
信号発生器から出力された映像信号と前記第１の記憶装置に書き込まれた補正情報とを演
算する補正演算回路を含むことを特徴とする。

（２）また本発明は、第１の記憶装置を有するアクティブマトリクス型液晶表示装置と
、

前記アクティブマトリクス型液晶表示装置と切り離し可能な接続端子を介して接続され
た補正情報作成装置とを有する補正システムであって、



　
　　　

　　　

　　　

　　　
　　　

　　　
　　　

　　　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　本発明では液晶表示装置に画素の補正内容を記憶する記憶装置を有し、その記憶装置に
外部の撮像装置より得られた補正内容を記憶することによって補正を行い良好な表示をえ
ることができる。
【００１１】
【実施例】
〔 例１〕
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前記補正情報作成装置は、
前記第１の記憶装置を有するアクティブマトリクス型液晶表示装置に映像を表示す

るための映像信号発生器と、
前記第１の記憶装置を有するアクティブマトリクス型液晶表示装置に表示された映

像を撮像して映像信号とする撮像装置と、
前記撮像装置から出力された前記映像信号を加工して補正情報とする信号処理装置

と、
前記信号処理装置から出力された補正情報を記憶する第２の記憶装置と、
前記第２の記憶装置に記憶された補正情報と、前記信号処理装置から出力された補

正情報を加算する第１の加算回路と、
前記第１の加算回路から出力された補正情報を記憶する第３の記憶装置と、
前記第３の記憶装置に記憶された補正情報と、前記信号処理装置から出力された補

正情報を加算する第２の加算回路と、
前記信号処理装置から出力された補正情報、前記第１の加算回路から出力された補

正情報、または前記第２の加算回路から出力された補正情報を前記第１の記憶装置に書き
込む書き込み装置を含み、

前記第１の記憶装置を有するアクティブマトリクス型液晶表示装置は、前記補正情報作
成装置に設けられた前記映像信号発生器から出力された映像信号と前記第１の記憶装置に
書き込まれた補正情報とを演算する補正演算回路を含むことを特徴とする。

（３）また本発明は、補正情報作成装置に設けられた映像信号発生器により第１の映像
信号を作成し、

切り離し可能な第１の接続端子を介して前記補正情報作成装置から第１の記憶装置を有
する表示装置に前記第１の映像信号を入力し、

前記第１の映像信号をもとに前記第１の記憶装置を有する表示装置に表示された第１の
映像を前記補正情報作成装置に設けられた撮像装置により撮像して第２の映像信号とし、

前記撮像装置から出力された第２の映像信号を前記補正情報作成装置に設けられた信号
処理装置により加工して第１の補正情報とし、

前記信号処理装置から出力された前記第１の補正情報を切り離し可能な第２の接続端子
を介して前記第１の記憶装置と、前記補正情報作成装置に設けられた第２の記憶装置とに
書き込み、

前記第１の記憶装置に書き込まれた前記第１の補正情報と、前記第１の映像信号をもと
に前記表示装置において映像を表示し、

前記撮像装置を用いてこの映像を撮像して第３の映像信号とし、
前記第２の記憶装置に書き込まれた前記第１の補正情報と、前記信号処理装置から出力

された補正情報とを加算して第２の補正情報とし、
切り離し可能な第２の接続端子を介して前記第１の記憶装置と、前記補正情報作成装置

に設けられた第３の記憶装置とに前記第２の補正情報を書き込み、
前記第１の記憶装置に書き込まれた前記第２の補正情報と、前記第１の映像信号をもと

に前記表示装置において映像を表示し、
前記撮像装置を用いてこの映像を撮像して第４の映像信号とし、
前記第３の記憶装置に書き込まれた前記第２の補正情報と、前記信号処理装置から出力

された補正情報とを加算して第３の補正情報とし、
前記第３の補正情報を切り離し可能な第２の接続端子を介して前記第１の記憶装置に書

き込むことを特徴とする。

参考



　 例を図１に示す。以下図面をもちいて詳細な説明をおこなう。
　この 例の補正システムは記憶装置（ここでは補正メモリ１１５）を有する液晶表示
装置１１０とその表示装置の補正のための補正情報を作成し、記憶装置に書き込む補正情
報作成装置１００によって構成される。その両者は接続端子１０８、１０９を介して接続
されている。
　一つの液晶表示装置にたいして補正をおこない、それが終了すると、接続を切り放し、
他の液晶表示装置を接続し、つぎの補正を行う。
【００１２】
補正情報作成装置１００内部の映像信号発生器１０７より出力された映像信号は液晶表示
装置１１０の内部の同期分離回路１１８を介してＡ／Ｄコンバータ
１１７に入力され、そこでデジタル変換される。デジタル変換された映像信号は補正演算
回路１１６に入力されるが、初期段階では補正は行わず、そのままＤ／Ａコンバータ１２
０に入力され、アナログ変換される。その後、ソースドライバー１１３を介して、アクテ
ィブマトリクス１１１に入力され、表示をおこなう。この段階では従来の液晶表示装置と
なんら変わるものではない。
【００１３】
補正情報の作成は以下の様に行う。液晶表示装置１１０の光学表示内容は補正情報作成装
置内のＣＣＤカメラなどを備えた撮像装置１０１によって撮像される、撮像装置１０１の
出力映像信号は一般的には微弱な信号であるため増幅器１０２で増幅されたのち、Ａ／Ｄ
コンバータ１０３によってデジタル変換され、信号処理装置１０４に入力される。
【００１４】
信号処理装置１０４では映像信号中に含まれるノイズ成分やモアレ成分を除去して液晶表
示装置１１０の画素の欠陥やむらの情報のみを検出する。欠陥やむらの検出が行いやすい
ようにアクティブマトリクス１１１に表示する表示内容は単一色かつ同一輝度であること
が望ましい。
欠陥やむらを検出するための方法としては、信号処理装置１０４において、ある一定基準
レベルと信号処理装置の入力信号の差をとり、その値を補正値とする方法やメディアンフ
ィルタを使用し入力信号のゆるやかな変化を抽出し、もとの信号から抽出結果を減算して
、特異点を検出する方法や、ラプラシアンフィルタを使用し入力信号の急峻な変化を抽出
し、特異点を検出する方法をもちいても良い。　ただし、メディアンフィルタやラプラシ
アンフィルタを使用して特異点を検出する場合には、言うまでもなく補正情報は特異点の
みの情報となるため、表示装置の輝度の緩やかな変化については対応しない。しかし、こ
れは前述した様に人間の目の感覚が緩やかな変化に関しては鈍感であることより、実用上
の不具合にはならない。
【００１５】
信号処理装置１０４の出力は書き込み装置１０５によって、液晶表示装置１１０内の補正
メモリ１１５に書き込まれる。書き込み方法はメモリコントローラ１１４で制御される補
正メモリ１１５の種類に応じて必要な方法で実行される。
【００１６】
補正メモリ１１５への書き込みが終了した段階で補正作業は終了する。
補正作業終了後、液晶表示装置１１０に映像信号が入力され、表示を行う場合においては
、映像信号は同期分離装置１１８を経てＡ／Ｄコンバータ１１７でデジタル変換されたの
ち、補正演算回路１１６で補正メモリ１１５の出力信号と演算され、補正を受けた後、Ｄ
／Ａコンバータ１２０を介してソースドラーバー１１３に入力される。ゲイトドライバー
は、クロックジェネレータ１１９で制御される。ここで、アクティブマトリクスは補正さ
れた映像を光学表示する。なお各構成要素は、クロックジェネレータ１０６と１１９とに
よって制御される。
【００１７】
本発明による表示情報を記載した例を図７～図１５に示す
図７は補正を行う前の表示装置１１１の表示結果である。ここでは８×８のマトリクスを
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例にしているが、値は任意で問題ない。Ｘの印がムラの箇所である。この例では輝度を０
から１００まで区分し、表示すべき輝度は一律に５０であるものとしている。
【００１８】
図８は図７の表示結果を撮像し、デジタル化した表示の情報の例である。ムラの発生して
いる場所は周囲とくらべて数値が離れている。また、表示画面全体としては、左上から右
下にむけて緩やかに数値が変化しているが、前述したように人間の視覚上は変化が緩やか
であれば問題ない。
【００１９】
図９は表示すべき輝度すなわち５０と図８の差分をとったものである。この差分検出は信
号処理装置１０６でおこなわれる。この場合は図９が補正情報となる。
【００２０】
図１０は補正情報作成後に、新たに表示を行うべき映像信号をデジタル化したものでＡ／
Ｄコンバータ１１７の出力情報である。
【００２１】
図１１は図１０と図９の情報を補正演算回路１１６で加算したもので補正演算装置１１６
の出力情報である。この値を表示装置１１１に入力すると表示装置１１１の表示ムラが相
殺され、本来表示すべき映像信号の情報図１０が表示される。
【００２２】
また、信号処理装置１０４において、単なる減算処理ではなく、図８をメディアンフィル
タを通過させたものが図１２であり、図１２と図８を減算処理したものが図１３である。
この場合は図１３が補正情報となる。メディアンフィルタはここでは緩やかな変化のみを
通過させ、ムラの情報を除去している。このムラ除去後の情報ともとの情報を減算する事
により、ムラの情報がひきだせる。
【００２３】
また、ラプラシアンフィルタをもちいれば、急激な変化点の情報をひきだせる。図１３の
情報を補正演算回路１１６で図１０と加算したものが、図１４であり補正演算装置１１６
の出力情報である。図１４を表示装置１１１に入力した結果、得られる表示情報は図１５
となり、緩やかな変化はあるものの、急峻な変化はなくなり、ムラをめだたなくする事が
可能である。
【００２４】
　この 例ではアナログ諧調のドライバーを想定しているが、これはデジタル諧調のド
ライバーを使用してもよい、ただし、この場合には、Ｄ／Ａコンバータ１２０は不要であ
る。また映像信号発生器１０７がデジタル出力であり、且つ液晶表示装置１１０への映像
信号入力がデジタルの場合はＡ／Ｄコンバータ１１７も不要である。
【００２５】
ここに使用する補正メモリはＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリなど不揮発性
メモリであればよい、これらのメモリは液晶表示用装置１１０のガラス上にＣＯＧ技術に
よって装着しても良いし、ガラスとは別に基板実装しても良い。また、画素ＴＦＴを駆動
する駆動回路はＴＦＴをもちいてガラス基板上にアクティブマトリクスと同時形成して製
作しても良いし、メモリと同様に単結晶チップをＣＯＧで実装しても良いし、ＴＡＢを用
いても良い。
【００２６】
〔実施例 〕
　図６は発明 例である。この実施例では 例とは異なり撮像と補正を複数回行っ
ている。以下図６の説明を行う。 に示す補正システムは、記憶装置（ここでは
補正メモリ６２５）を有する液晶表示装置６２０とその表示装置の補正のための補正情報
を作成し、記憶装置に書き込む補正情報作成装置６００によって構成される。その両者は
接続端子６１３、６１４を介して接続されている。
　一つの液晶表示装置に対して補正をおこない、それが終了すると、接続を切り放し、他
の液晶表示装置を接続し、つぎの補正を行う。
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【００２７】
補正情報作成装置６００内部の映像信号発生器６０７より出力された映像信号は液晶表示
装置６２０の内部の同期分離回路６２８を介してＡ／Ｄコンバータ
６２７に入力され、そこでデジタル変換される。デジタル変換された映像信号は補正演算
回路６２６に入力されるが、初期段階では補正は行わず、そのままＤ／Ａコンバータ６３
０に入力され、アナログ変換される。その後、ソースドライバー６２３を介して、アクテ
ィブマトリクス６２１に入力され、表示をおこなう。この段階では従来の液晶表示装置と
なんら変わるものではない。
【００２８】
補正情報の作成は以下の様に行う。液晶表示装置６２０の光学表示内容は補正情報作成装
置内のＣＣＤカメラなどを備えた撮像装置６０１によって撮像される、撮像装置６０１の
出力映像信号は一般的には微弱な信号であるため増幅器６０２で増幅されたのち、Ａ／Ｄ
コンバータ６０３によってデジタル変換され、信号処理装置６０４に入力される。
【００２９】
　以下の動作方法を示す。第一回目の撮像において、信号処理装置６０４で得られた補正
情報はスイッチ６１２と信号書き込み装置６０５を介して補正メモリ６２５に記憶される
だけでなく、メモリ６０８に記憶される。 例と同様にして画面の補正をおこなった後
、再度、表示を行い、第二回目の撮像を行う、ここで信号処理装置６０４でえられた情報
はメモリ６０８に記憶された第一回目の補正情報と加算してメモリ６０９に記憶されると
ともに再度補正メモリ６２５に記憶され、液晶表示装置は再補正される。さらに、表示を
行い、第三回目の撮像を行う。信号処理装置６０４の出力情報はメモリ６０９に記憶され
た第二回目の補正情報と加算され、信号書き込み装置６０５を介して補正メモリ６２５に
記憶される。
【００３０】
　このようにして、撮像と補正を複数回繰り返すことにより、より高精度な補正が可能と
なる。この例では３回の補正を行っているが ４回以上補正をおこなってもかまわない。
また、補正メモリやアクティブマトリクスの駆動については、 例と同じである。
【００３１】
本発明は従来の画素ＴＦＴに冗長性をもたせることによって補正を行う従来の補正方法と
背反するものでは無く、従来の補正方法と組み合わせることによって、よりいっそう効果
を得ることができるものである。
【００３２】
【発明の効果】
以上述べたように、本発明では液晶表示装置に内蔵した記憶装置にその液晶表示装置の欠
陥やムラの情報を記憶し、その情報と液晶表示装置に入力される映像信号とを演算し、欠
陥やムラを補正することによってより、高品質な表示を行うことが可能であるという効果
がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第一の実施例
【図２】　アクティブマトリクスＬＣＤの従来例
【図３】　ＴＦＴの動作波形
【図４】　従来の画素領域の平面図
【図５】　従来のアクティブマトリクスの検査回路
【図６】　本発明の第二の実施例
【図７】　表示情報を記載した例
【図８】　表示情報を記載した例
【図９】　表示情報を記載した例
【図１０】　表示情報を記載した例
【図１１】　表示情報を記載した例
【図１２】　表示情報を記載した例
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【図１３】　表示情報を記載した例
【図１４】　表示情報を記載した例
【図１５】　表示情報を記載した例
【符号の説明】
ソースドライバー　　　　２０１
ゲイトドライバー　　　　２０２
ソース線　　　　　　　　２０３～２０５
ゲイト線　　　　　　　　２０６～２０８
ＴＦＴ　　　　　　　　　２０９～２１２
保持容量　　　　　　　　２１３～２１６
液晶　　　　　　　　　　２１７～２２０
アクティブマトリクス　　２２１
ａ）ソース端子電位波形
ｂ）ゲイト端子電位波形
ｃ）ドレイン端子電位波形
ゲイト線　　　　　　　　４０１、４０２
ソース線　　　　　　　　４０３、４０４
ＴＦＴ　　　　　　　　　４０５、４０６
画素電極　　　　　　　　４０７
レーザー切断部　　　　　４０８
ゲイト線　　　　　　　　５０１、５０２
ソース線　　　　　　　　５０３、５０４
共通電極線　　　　　　　５０５
ＴＦＴ　　　　　　　　　５０６～５０９
保持容量　　　　　　　　５１０、５１１
スイッチ　　　　　　　　５１２～５１５
アンプ　　　　　　　　　５１６、５１７
測定端子　　　　　　　　５１８、５１９
電源　　　　　　　　　　５２０、５２１
メモリ　　　　　　　　　１１５
液晶表示装置　　　　　　１１０
情報作成装置　　　　　　１００
接続端子　　　　　　　　１０８、１０９
映像信号発生器　　　　　１０７
同期分離回路　　　　　　１１８
Ａ／Ｄコンバータ　　　　１１７
補正演算回路　　　　　　１１６
Ｄ／Ａコンバータ　　　　１２０
アクティブマトリクス　　１１１
撮像装置　　　　　　　　１０１
増幅器　　　　　　　　　１０２
Ａ／Ｄコンバータ　　　　１０３
信号処理装置　　　　　　１０４
補正メモリ　　　　　　　１１５
メモリコントローラ　　　１１４
クロックジェネレーター　１０６、１１９
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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